※ご回答は、webフォームにてお願いいたします。
　詳しくは、「アンケートご回答方法について」をご参照ください。

ご提出締切：1月6日（金）
平成28年12月14日
ESD実施状況に係るアンケート

環境省関東地方環境事務所 環境対策課
関東地方環境パートナーシップオフィス（関東EPO）

	貴団体名
	

	ご記入者名
	

	メールアドレス
(ESD関連ご担当)
	



【知名度・認知度】
Q1. ESD（持続可能な開発のための教育）という言葉は知っていましたか？
１）言葉の意味をよく知っている
２）言葉を聞いたことがあり、意味もある程度知っている
３）言葉を聞いたことはあるが、意味は知らない
４）言葉を聞いたとはない

【貴団体のESDの取組状況】
Q2. 貴団体が直接、ESDに関する取り組みを行っていますか？
１）ESDとして意識して実施している
２）特にESDとして意識はしていないが、ESDに関する活動を実施している
３）今後、ESDに関する活動を実施したい
４）特にESDに関する活動は実施していない
　→（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　※１）または２）とご回答頂いた方Q7へのご記入もお願いいたします。

【ESDの支援状況】
Q3. 貴団体が、他団体等のESDに関する活動の支援やアドバイス等を行っていますか？
1） 実施している
２）特に実施していないが、要望があれば実施する
３）特に実施していない／実施予定はない
※１）または２）とご回答頂いた方Q8へのご記入もお願いいたします。
※支援の内容は、Q8支援方法の項目をご参照ください。
【実施の上での課題】
Q4. ESDを実践するにあたり、課題になることは何だと思いますか。（複数回答可）
１）実施方法が分からない　	　　　２）実施にあたって、相談する先がない
３）実施できる人がいない　	　　　４）実施する機会やニーズがない
　５）教材・マニュアル等がない　　　　６）その他




【ESD推進の方策】
Q5. ESDを進めるために必要だと思われることをお聞かせ下さい（複数回答可）
１）優良事例やノウハウ、専門知識の獲得	２）地域における認知度（ステータス）の向上
３）モチベーションの向上		４）活動に使える多様な資金源の獲得
５）新たな人材、支援者の確保		６）既存の人材のスキル向上
７）新たな組織との連携、活動を維持する組織、仕組み
８）省庁が連携した地域の活動支援	９）活性化戦略の立案／提言
１０）その他




【地方ESD推進センター（仮称）への期待】
Q6-1. 今後、地方ESD活動支援センター（仮称）が設立された際に、何を期待しますか
（複数回答可）
１）ESD活動を支援するための情報共有	２）現場のニーズを反映したESD活動の支援
３）ESD活動のネットワーク形成	４）人材育成
　５）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q6-2. 上記の期待するものの、具体的な内容についてお聞かせ下さい（複数回答可）
１）セミナー			２）交流会		３）ニュース送付
４）人材交流、インターン	５）活動相談		６）資金相談
　７）その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【要望等】
環境省・EPO等へのご意見・ご要望がございましたら、ご記入ください。


Q7　貴団体自らが実施されるESD関連活動の具体的な取り組み状況を教えてください。
　　※Q2.で１）または２）とご回答頂いた方のみ
	実施名称等
	実施概要
	実施分野
(選択肢イ)
	対象
(選択肢ロ)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



■実施分野（選択肢イ：複数回答可）
１．低炭素社会形成・温暖化防止	　　２．生物多様性保全社会形成
３．循環型社会形成、3R		　　４．自然体験
５．多文化共生、国際理解	　　６．農業、林業、水産業
７．地域活性化、まちづくり	　　８．復興・地域安全・防災等
９．消費行動

■対象（選択肢ロ：複数回答可）
A．未就学児		B．小学生	　　C．中学生	　　　D．高校生
E．大学生等		F．一般		　　G．親子	　　　H．企業・団体
Q8　貴団体がESD関連活動で、他の組織を支援している取り組みを教えてください。
　　※Q３.で１）または２）とご回答頂いた方のみ
	実施名称等
	実施概要
	実施分野
(選択肢イ)
	支援方法
(選択肢ロ)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



■実施分野（選択肢イ：複数回答可）
１．低炭素社会形成・温暖化防止	２．生物多様性保全社会形成
３．循環型社会形成、3R		４．自然体験
５．多文化共生、国際理解	６．農業、林業、水産業
７．地域活性化、まちづくり	８．復興・地域安全・防災等
９．消費行動

■支援方法（選択肢ロ：複数回答可）
A．助成金、寄付			B．研修、講座、人材育成
C．ネットワーク形成、交流	D．教材、ツール、広報等の協力
E．表彰、コンテスト等		F．その他の支援
